
ます。海外生活という経験が、こうも自分を変えて

くれるとは思いもよりませんでした。今では毎日が

とても楽しく感じられるようになりました。 

また、韓国語もかなり上達していると実感してい

て、韓国人との意思疎通も楽々とできるようになり

ました。大学の友達や教授、学校周辺で仕事をさ

れている方々とたくさん話をすることによって、韓

国語も徐々に上達し、色々な人の話を聞くことに

よって、私は将来に対する事だけでなく、様々な

事を、長期的な視野で考えられるようになったと

思います。 

今、心身共に成長しているのを感じることがで

き、留学して本当に良かったと心から思っていま

す。今では留学前に持っていた将来への不安も

なく、帰国後の計画も立てています。外国の人た

ちと生活する環境は素晴らしいと思います。自分

に自信もつきます。残り2ヶ月、韓国での生活を存

分に楽しみ、最後まで勉強にも一所懸命取り組み

ます。 

大阪学院大学/大阪学院大学短期大学部  

国際センター ニュースレター 
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 1. Hello from All Corners of the World! 

OFF 

韓 
国に来て半年以上が経ちました。この

半年でたくさんの思い出をつくり、様々

な体験をし、留学を通して私の意識や

物事に対する姿勢は大きく変わりました。 

留学する前の私は、大学生活をただ何となく過

ごしていました。なんの刺激もなく、勉強もバイトも

正直適当にしていた1年目。サークル活動なども

せず、授業が終わればすぐ家に帰るような毎日

だった2年目。3年次生になる前に、経営学科から

ホスピタリティ経営学科に転学科。新しいゼミや留

学準備などでそれなりに時間を追いかける日々を

過ごしました。しかし、私はずっと不安でした。将

来について考えた時、何のビジョンも目標もないと

いうこと。このまま適当に大学に通って、何となく

みんなと同じ時期に就職活動をして、この先大丈

夫だろうか。大した資格もないし、何をしたら良い

のかわからないし、実際自分が興味のある事、や

りたい事が一体何なのかが全く思い浮かばな

かったのです。 

そうこうしているうちに、2013年9月、韓国での

留学生活が始まりました。最初の頃は、思ってい

たより韓国語が難しく、生活する上で必要最低限

の意思疎通ができない場面も度々あり、少し苦労

しました。そして、韓国での最初の1ヶ月は一緒に

食事をする友達もいなくて、とても寂しかったで

す。毎日一人でおにぎりとカップラーメンを食べて

いました。しかし、2ヶ月、3ヶ月と生活するうちに、

自分から積極的に、親しみを持って人に接してい

くスキルがいつの間にか身に付いていました。今

では6、70人ほどいる語学堂（韓国語プログラム）

の学生のほとんどが私のことを知っています。そ

して、みんなが私のことをおしゃべり好きで、活発

で、明るい人物と言います。知らない学生まで、名

前を呼んで挨拶してくれます。日本にいた時は、

そんなに活発なわけでもなかったのですが、こち

らに来て本当の自分が出ているような気がしてい

(上) 語学堂の友人たちと (本人左端) 

(下) 留学生サッカーチーム (本人前列右) 

Hello from All Corners  

of the World! 
1-2 

受入れ留学生2013-2014:  

日本語発表会レポート 
2-3 

ホームビジットプログラム 3-4 

International Fair 2014: 

Be Global at OGU! 
4 

  

  

目次: 

全
チ ョ ン

 将秀
ジ ャ ン ス

 (経営学部3年次生)  

ペルー人のルームメイトと (本

人左) 
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語でのコミュニケーションなどの難しさに苦労す

ることもありますが、大学やインターンシップで

学んだことを活かすことができ、嬉しく思ってい

ます。 

大使館の仕事は、OGUでインターンシップを

している時に偶然知り、応募したのがきっかけ

でした。私は、人生は全て挑戦と経験の積み重

ねだと思っています。学生時代に留学したこと

で、OGUの国際センターでインターンシップを

することができ、国際センターでインターンシッ

プをしたからこそ、現在の仕事に就くことができ

ました。現在の仕事を終えたら、大学院に進学

しようと考えています。他にもやりたい事がたく

さん  

大学生の皆さんにお伝えしたいことは、時間

がある大学生のうちに、様々なことに挑戦し、

苦労をして、成長してください。そして、充実し

た、悔いのない学生生活を送ってください。  

私 
は、大学に入学する前から、入学後

は必ず留学をしようと決めていまし

た。そして、2年の秋から1年間、交

換留学でアメリカテキサス州の南メソジスト大

学へ留学しました。留学先の大学には、日本人

がほとんどいませんでしたが、色々な国の学生

と友達になり、本当に充実した生活を送ること

ができました。勉強が大変で、朝まで図書館に

残り、くじけそうになったことも何度かありました

が、今となってはそれも良い思い出です。また、

留学したことにより、積極的になり、日本に帰国

後は、大学内外の様々な海外研修や国際イベ

ントに参加するようになりました。留学をしたこ

とによって、満足できる大学生活を送ることが

できたので、留学をして本当に良かったと思っ

ています。 

大学4年生になり、卒業後の進路について

迷っていたところ、大阪学院大学国際センター

でインターンシップをするというチャンスをもら

いました。インターンシップでは、OGUに来てい

る留学生や留学に興味のあるOGU生のサ

ポート、ゼミナール授業の補助等をしました。

OGUには世界各国からの留学生がいて、

様々な留学プログラ ムがあり、またI-Chat 

Loungeなど国際交流のできる場がたくさんあ

るので、どんどんこれらを活用してもらいたい

と思います。 

インターンシップを通して、社会人の基本

的な知識を学ぶと同時に、プレゼンテーション

をする機会も多くあったので、自分に自信が

持てるようになりました。そして、海外で国際

交流や教育に関する仕事をし、自分自身に

挑戦したいという思いが強まりました。イン

ターンシップは、自分が何をしたいのか、何に

興味があるのかなどを見つけることのできる

良い機会なので、皆さんもぜひ就職する前に

経験したら良いと思います。 

現在は、太平洋諸国にあるパラオの日本

国大使館で勤務しています。パラオは最近日

本のテレビで紹介されているので、知ってい

る方も多いかもしれませんが、青い海とダイ

ビングで有名な国です。綺麗な自然とのんび

りとした雰囲気に癒されますが、人口2万人

足らずの国での生活は不便なことも多く、

度々ホームシックになります。私の職種は派

遣員で、日本からの出張者対応（空港送迎、

ホテル予約、配車手配）や通訳、広報・文化

（日本紹介イベントの開催、日本への国費留

学生の募集・選考、ホームページの更新）等

を担当しています。現地ならではの習慣や英

パラオの同僚たちと（本人2列目右端） 

(上) パラオの海でダイビング(本人左) 

(下) 世界遺産のジェリーフィッシュレイク 

まずは人気。日本の国内でも海外でも日本のアイドル

は有名なようだ。留学生25人のアンケート調査結果によ

ると、アイドルが好きな人と嫌いな人の数は半分半分な

のだが、好きと答えた人のほぼ全員が日本のアイドルを

知っている。オリコンの2013年年間アーティストトータル

セールスデータと年間CDのセールスデータは、アイドル

の人気の証拠となる。 

次は可愛さ。女の子も男の子も基本可愛いイメージ

ア 
イドルは世界共通の文化現象で、芸

能界の一部のアーティストの呼び方

だ。俳優や歌手などと違って、アイド

ルたちは芝居や歌などを専門にするのでなく、

見た目の方がファンの目をもっと惹きつけてい

る。 

他の国と比べると、日本のアイドルには4つ

の特徴がある。 

谷本 理沙 (元国際センターインターン）  

ポスタープレゼンテーションの

様子 

 次は、昨年2月まで本学の国際センターでインターンをしていた谷本 理沙さんです。谷本さんは、関西学院大学の卒業生ですが、高い語学力と留学

経験を活かして、約1年間に亘って、国際センターで様々な面から留学生や在学生のサポートをしてくれました。その間に、在外公館派遣員制度に応

募し、見事に超難関を突破して、現在はミクロネシア地域の島々からなるパラオ共和国の日本国大使館で派遣員として働いています。彼女から、前向

きに何にでも挑戦することがどれほど大切かを学ぶことができるのではないでしょうか。 

 2. 受入れ留学生2013-2014  
 現在、国際交流プログラムで学ぶ留学生は39名。5月初旬で10ヶ月のプログラムも終わりを迎えます。日本語学習の集大成とも言うべき

「日本語発表会」に引き続き、International Fair 2014でも全員がポスタープレゼンテーションを行いました。日本語のレベルに関わらず、

全員がすべて日本語で発表を行う姿には本当に感動します。今回は、その中から北京大学法学院の常 欣さんの発表を紹介します。 

常
シ ン

 欣
チ ャ ン

 (北京大学法学院）～日本のアイドル文化  
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そして人数が多い事。ソロよりグループの

方が多い。なぜなら、プロデューサーたちの

パック戦略は、人数が多くなると、個性が豊か

になって、もっと多くの人を引きつけられると

いうものだそうだ。そして、もしあるメンバーが

好きなら、グループ全体が好きになるかもし

れないからだ。 

最後は長さ。意味は二つある。一つ目は、

日本のアイドル文化は、最近ではなく、1970

年代から始まったということだ。1970年から

1985年まで、ピンクレディーやおニャン子クラ

ブなどのアイドルグループが次々に出てき

た。しかし、アイドルにうんざりする人も増えた

ため、1995年まで、「アイドル氷河期」と言わ

れた。状況が上向いたのは1995年、前のイ

メージと違ってカッコイイ4人組SPEEDがデ

ビューした頃だ。 

だ。デビュー当時はみんな若いから、可愛いの

は当然だが、年齢が上がれば、ずっとそのまま

であるはずがない。だが、日本では、アイドル

だったら、いつも可愛いイメージを保持している

のが普通だ。なぜなら、一般人の印象ではアイ

ドルは可愛いものだからだ。 

二つ目の意味は、アイドルの芸歴が長いとい

うことだ。松田聖子は1979年のデビューから35

年間、様々なスデージで活躍していて、今でも

一番年上のアイドルとして、テレビによく出てい

る。ジャニーズの男子アイドルも30代、40代に

なっても、色々な仕事をしている。 

アイドルがこの様に受け入れられる原因は

様々だ。まずは、若い人はみんなキラキラにな

りたいという夢があることだ。アイドルはこの人

達の憧れのモデルのような存在だ。そして、ア

イドルの世界は、みんなが息苦しい現実から逃

げ出す「天国」だ。何も考えずに、単純にエン

ジョイすれば良い。「アイドルは砂漠の中のオア

シスだ」と嵐の櫻井さんが言った。厳しい現実

の中でも、みんなに夢があるなら、アイドルはこ

のままずっと生き続けると思う。 

(本人執筆) 
5組の福井先生とクラスメートたち（本人

2列目左端） 

人も、初めて娘が欲しいという夢がかなって

嬉しかったのではないでしょうか。 

 同じく韓国人のホームビジットファミリーをし

ている友人家族と催した合同のホームパー

ティーもとても楽しかったので、友達と一緒に

ホストファミリーに名乗りを上げるというのもよ

いアイディアかもしれませんね。 

 折も折、冬季オリンピック開催の年でしたの

で、テレビ観戦をしていても、日本人選手の

他についフィンランドの選手も気になって応援

していたので、知らず知らずのうちにフィンラ

ンドが身近な存在になっていたようです。 

 この小さな異文化交流を通じて、私の生活

の中にまた一つ新しい興味や関心の種が蒔

かれ、芽生え始めたようです。 

約 
半年前、ホームビジットプログラムの

ホストファミリーを引き受けることを

決めた直後に送られてきた留学生

のプロフィールは、フィンランド人の女子学生、

ミア・コルキネンさんでした。今まで色々な国の

方と接してきましたが、フィンランドの人と直接

話しをした記憶はありませんでした。何となく北

欧の人のイメージで、色白、金髪、長身かなと

思っていたのですが、初対面のミアは、透き通

るような白い肌、流れるような金髪のロングヘ

ア。。。までは合っていたのですが、日本人とし

ても背が低い方の私と同じくらいの小柄で華奢

な女子で新鮮な驚きでした。 

 それから月に1、2度、京都を案内がてら色々

なところに出かけました。とても躾の良いお嬢

様という感じで、家に上がるときはきちんと靴を

揃え、大学での勉強も頑張っている様子でし

た。何度か友人を交えて食事をしたのですが、

毎回同じ質問を繰り返されても（ノキア、ムーミ

ン、白夜のことなど）、嫌な顔もせず、その度に

真面目に答えてくれるという優しい性格の持ち

主です。 

 話をしていてもあまり感情を押し出すことのな

い控えめな印象でしたが、主人が携帯の翻訳

アプリを駆使してフィンランド語で挨拶をする時

は、ニコっと可愛い笑顔を見せてくれます。男

の子3人というむさ苦しい生活に慣れていた主

岡山ファミリーとMiaの大阪ツアー  

(下) 左からご主人の岡山治郎さん、

Mia、本人 

 3. ホームビジットプログラム  
 ホームビジットプログラムとは、アパートで暮らす留学生たちが、週末などを利用して日本の家庭生活を体験するプログラムです。2013-

2014国際交流プログラムに参加した留学生の多くは、アパートで生活をしているため、学内外のファミリーに協力していただいてホームビ

ジットプログラムを実施しました。ホストファミリーとして長期間留学生を預かることは難しくても、気軽に参加できる国際交流プログラ

ムです。今回は、ホームビジットファミリーと留学生の手記を紹介します。 

ホームビジットファミリー～岡山 泰子さん 

自宅で (左から本人、息子さん、Mia) 

 このプログラムに参加したこと

で、日本文化への理解を深める

ことができ、そして何より素晴らし

い家族に出会うことができまし

た。岡山ファミリーと出会って、日

本の日常生活を経験することが

でき、アパートで独り暮らしをして

いる私にとってはとても貴重な機

会でした。一緒に京都や大阪の

色々な場所に行き、とても楽しい

時間を過ごしました。本当にあり

がとうございました。まるで日本

にお父さんとお母さんが出来たよ

うな気持ちです。またお会いする

のを楽しみにしています。 

フィンランドの

ハーガヘリア応

用科学大学か

らの留学生Mia 

Kolkkinenさん 



〒564-8511 大阪府吹田市岸部南二丁目36番1号 

TEL:  06-6381-8434 （代表） 
FAX:  06-6381-8499 
Email:  inoffice@ogu.ac.jp 

大阪学院大学／大阪学院大学短期大学部 

国際センター 

国際センターBLOG“Taking Off”もご覧ください。 

http://inoffice.blog102.fc2.com/ 
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日 
本に来てホームシックにかかって

辛かった時に、日本語の先生が

ホームビジットというプログラムに

ついて説明をしてくれました。このプログラム

は、日本の家族もできるし、日本語と日本の

文化を勉強する機会もできるし、良いところが

たくさんあるなと思ったので、参加してみようと

思いました。 

私のホームビジットの家族は、韓国に行っ

たこともあるし、ママは韓国のアイドルにすごく

興味を持っている人でした。そのため、会って

すぐに、ファミリーと韓国の食べ物やアイドル

について話をすることができました。また、私

のファミリーは、神戸に住んでいるので、私は

神戸の色々なところに行くことができました。

例えば、ハーバーランドや中華街に行って、

楽しい時間を過ごしました。これまで、1ヶ月に

一回か二回ぐらい会って、有名なところに行っ

て、一緒にご飯を食べました。私たちはみんな 田村ファミリーと (本人左から2人目) 

私のおススメ in New York～Takako Kanazawa 
 ニューヨークと言えば、ブロードウェイのミュージカル。華やかな歌、踊り、演技に加

え、近年では趣向を凝らした豪華なステージが観客を魅了

し、そこはまるで夢の世界です。今回はそんなブロードウェ

イミュージカルのもう一つの楽しみ方をご紹介します。実は、

劇場の横にはスタッフや俳優たちが出入りする「Stage 

door」と呼ばれる小さな通用口があります。終演後、さっきま

で華やかな衣装を身にまとっていた俳優たちがラフな私服

に着替え、Stage doorから出て来て、待ち構えているファン

に気さくにサインや握手をしてくれるのです。“Today’s per-

formance was fantastic!!!”なんて、舞台の感想を伝えられた

ら、憧れのスターが一気に身近に感じられるはずです。 (国際センタースタッフ) 

4 
月23日・24日 の2日 間 に 亘 り、

International Fair 2014を開催しまし

た。今年は、「Be Global at OGU!」を

テーマに、国際センターに関連するすべてを

紹介する大規模なフェアとなりました。午前中

は、国際交流プログラムとCETプログラムで

学ぶ留学生の日本語によるポスタープレゼン

テーション、午後は、国際センターがOGU生

に提供する様々なプログラム紹介、I-Chat 

Loungeに 加 え て、外 部 の 旅 行 会 社STA 

Travelと語学学校のEFとSELCの方々にもご

参加いただきました。 

 留学生が日本語で日本についてのプレゼン

テーションをする様子に、OGU生からは「日

食べるのがとても好きで、会った時にはいつ

も食べ物をたくさん食べた記憶があります。

ファミリーの家に行っても美味しいお菓子が

 

このプログラムで、本当に良い家族と出会

えて、たくさんの経験をしました。忘れられな

い思い出を作ってくれて、ありがとうございま

すとファミリーに言いたいです。 

(本人執筆) 

宋
ソ ン

 秀嬪
ス ビ ン

 (スンチョンヒャン大学）  

神戸の中華街で (本人中央) 

 4. International Fair 2014: Be Global at OGU! 

月に一度、家族に娘

が1人増えたみた い

で、皆でよく食べ、よく

笑い、楽しい時間を過

ご す こ と が で き ま し

た。韓国でも頑張って

くださいね！ 

本人とは違う視点から日本を見ているのが興

味深かった」、「日本語が上手くて驚いた」な

どのコメントが寄せられました。これまで日本

語発表会や発表交流会として個別に開催し

てきたものを、今回はInternational Fairに組

み込み、より多くのOGU生に聞いてもらうこと

ができました。2時間以上も日本語でしゃべり

続けた留学生たちにとっては、とても大変だっ

たと思いますが、良い日本語の練習の場に

なったのではないでしょうか。 

 午後のプログラム紹介では、それぞれのプ

ログラムを経験したOGU生にも協力をしても

らい、交換留学、海外研修、CETルームシェ

ア、Team SOSなどについてのポスタープレ

ゼンテーションを行いました。参加したOGU

生からは、様々な質問が出ていたので、これ

を機会に、さらに多くのOGU生が勇気を持っ

て一歩踏み出し、留学、研修、キャンパスでで

きる国際交流プログラムに参加してほしいと

思います。 

スビンのホス

トファーザー

田村 匡さん 


